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ま
ち
な
か
プ
ラ
ン

　
　街
路
空
間
の
方
針

  

一
本
奥
の
通
り

　駅
前
通
り
に
近
い
側
は
、
作
業
場

や
空
地
、
蔵
や
倉
庫
の
シ
ャ
ッ
タ
ー

が
多
く
裏
の
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

反
対
側
は
、
店
や
住
宅
が
通
り
に
面

し
て
い
て
表
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　沿
道
に
溢
れ
る
住
宅
・
空
地
部
分

の
緑
や
、
通
り
の
狭
さ
や
曲
が
り
が
、

他
の
通
り
と
は
異
な
る
雰
囲
気
を
作

り
出
し
て
い
ま
す
。

  

岡
田
通
り

　ま
ち
な
か
の
拡
大
に
従
っ
て
、
岡

田
通
り
を
中
心
に
、
南
東
方
向
へ
と

住
宅
地
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　敷
地
は
細
か
く
割
れ
て
い
て
、
通

り
に
対
し
て
不
整
形
な
も
の
が
多
く
、

庭
や
駐
車
場
、
建
物
の
形
で
対
応
し

て
い
ま
す
。

　

【
街
路
空
間
の
方
針
】

　駅
前
通
り
の
一
本
奥
の
通
り
に
つ

い
て
は
、
も
の
づ
く
り
を
支
え
る
動

線
で
も
あ
り
な
が
ら
、
狭
い
道
路
幅

を
い
か
し
て
住
民
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

な
サ
ー
ビ
ス
動
線
と
し
て
の
機
能
を

も
た
せ
る
よ
う
に
整
備
し
ま
す
。
特

に
通
り
の
性
格
を
形
成
す
る
要
素
と

し
て
、
沿
道
の
緑
な
ど
を
積
極
的
に

守
り
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を
生
み

出
し
て
い
き
ま
す
。

　岡
田
通
り
に
つ
い
て
は
、
旧
浜
街

道
の
歴
史
と
広
が
り
の
あ
る
風
景
を

継
承
し
て
い
き
ま
す
。

　浜
通
り
か
ら
小
高
神
社
に
向
か
う

参
道
と
し
て
、
古
く
は
栄
え
て
い
ま

し
た
。
か
つ
て
は
通
り
の
入
り
口
に

石
の
鳥
居
が
あ
り
ま
し
た
。

【
沿
道
敷
地
・
建
物
】

　駅
前
通
り
に
面
す
る
一
枚
の
街
区

は
、
妙
見
通
り
側
が
裏
に
な
っ
て
い

て
、塀
や
門
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　他
の
部
分
は
通
り
の
両
側
が
表
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
東
西
で
性
格
が

異
な
り
ま
す
。
東
側
は
複
合
的
な
利

用
が
多
い
こ
と
に
対
し
て
、
西
側
は

純
粋
住
宅
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
小
公
園
や
駐
車
場
な
ど
、
空

い
た
土
地
が
所
々
に
見
ら
れ
ま
す
。

　住
宅
は
門
や
塀
で
囲
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
多
い
で
す
。

妙
見
通
り

　
【
街
路
空
間
の
方
針
】

　小
高
神
社
の
参
道
空
間
と
し
て
、

沿
道
景
観
を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。

日
常
的
に
も
、
祭
り
の
際
に
も
利
用

さ
れ
る
よ
う
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　小
高
の
ま
ち
な
か
は
、
駅
前
通
り

を
中
心
に
形
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

【
被
災
後
の
様
子
】
　

　被
災
後
は
、
駅
前
す
ぐ
の
小
高

ワ
ー
カ
ー
ズ
ベ
ー
ス
、
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
希
来
な
ど
が
活
動
の
拠
点

と
な
っ
て
い
ま
す
。
通
り
に
は
、
鉢

植
え
の
鮮
や
か
な
花
々
が
見
ら
れ
ま

す
。

【
街
路
空
間
の
方
針
】

　来
訪
者
を
も
て
な
す
小
高
の
顔
と

な
る
空
間
と
し
て
、通
り
か
ら
順
に
、

　駅
前
通
り

　ま
ち
な
か
で
は
、
様
々
な
通
り
が

時
代
と
と
も
に
形
成
さ
れ
、
そ
の
空

間
構
成
や
景
観
、
沿
道
の
使
わ
れ
方

は
通
り
ご
と
に
異
な
り
、
ま
ち
な
か

の
多
様
な
街
路
空
間
を
生
み
出
し
て

い
ま
す
。

　街
路
に
よ
っ
て
車
と
歩
行
者
の
動

線
が
緩
や
か
に
棲
み
分
け
ら
れ
、
利

便
性
と
快
適
性
が
保
た
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
特
徴
を
活
か
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　
　

ま
ち
な
か
の
通
り
の

い
ろ
い
ろ

商
店
＋
住
宅
（
＋
蔵
）
と
い
う
今
あ

る
風
景
を
基
本
に
賑
わ
い
・
交
流
の

空
間
と
し
ま
す
。

　二
階
建
て
の
連
続
し
た
高
さ
ラ
イ

ン
、
背
景
と
な
っ
て
い
る
阿
武
隈
高

地
へ
の
眺
望
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
広
め
の
歩
道
を
生
か
し
、
鉢

植
え
な
ど
を
用
い
て
花
や
緑
の
豊
か

な
歩
行
空
間
を
形
成
し
ま
す
。▲ 店の外観

▲ 沿道・通りの先の豊かな緑
: 公園・広場や住宅による沿道の緑、
道の先にある神社の緑が、風景と
して印象的です。

▲ 作業場＋住宅
：東側は裏通りが近
く、細長い敷地での
商店（作業場）＋住宅
が多く見られます。

▶
奥
の
通
り
に
面
す
る
家

（
北
の
一
本
奥
の
通
り
）

▶
石
蔵
・
シ
ャ
ッ
タ
ー

（
南
の
一
本
奥
の
通
り
）

 

▶ 

岡
田
通
り
の
風
景

▶ 

不
整
形
な
敷
地

： 建物は二階建てが多い
ため屋根が連続した線を
つくります。

▲ 妙見通りの調査
: 被災後に調査を実施しましたが、商店や工場の再開に
向けた動きや、休日に戻ってきている住民が所々に見
られます。

小
高
駅

妙
見
通
り

駅前通り
一本奥の通り

至 陸前浜街道

至 6 号線
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▼典型的な駅前通りの風景　　　

駅前通り ( 車道 ) 歩道歩道店舗住宅 駐車場

短冊状の長い敷地

コンクリート壁

2 階建てが連続

敷地奥に見える緑

歩道ぎりぎりまで建つ建物

タイル壁

敷地境界に垣根・植栽

0 2 4 6m

狭めの軒下

　　商店入り口   メイン / サブ
　　住宅入り口   メイン / サブ
　　駐車場
　　門扉
　　塀
　　損傷／危険箇所

妙
見
通
り

→

小高神社

住宅 商店

駅前通りから
遠い側　「表」

駅前通り側　
「裏」

背景となる
阿武隈高地の風景

沿道の緑

シャッター

物置き 作業場

空地（荒地）

車道

0 1 2 3 4m

短冊状の長い敷地

N

駅前通り

一本奥の通り

一本奥の通り

商店

住宅

空地

（作業場、庭、社）

東側に敷地内通路

一本奥の通りに至る

奥行きの長い短冊状の敷地が多い

商店

住宅

庭

店を閉め住宅の入り口を
設えた仕舞屋もある


